
　平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日
に
秋
田
県

指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
秋
田
藩
家

蔵
文
書
六
一
冊
（
資
料
番
号
Ａ
二
八
〇―

六

九―

一
〜
六
一
）
は
、
当
館
開
設
に
と
も
な

い
秋
田
県
立
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
伝
来
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
秋
田
県

庁
、
さ
ら
に
秋
田
藩
で
す
。

　秋
田
藩
家
蔵
文
書
は
、
文
書
所
（
後
に
記

録
所
と
改
称
）
が
文
書
改
で
確
定
し
た
家
蔵

者
ご
と
に
写
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
家
蔵
者

に
文
書
を
返
却
す
る
際
に
、
も
し
火
災
・
紛

失
等
が
あ
っ
た
場
合
、
願
い
出
れ
ば
、
写
を

与
え
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
秋
田
藩

家
蔵
文
書
は
、
家
蔵
者
ご
と
の
文
書
台
帳
と

い
う
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　秋
田
藩
家
蔵
文
書
は
見
取
り
写
で
す
が
、

上
の
写
真
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

も
と
の
文
書
の
字
配
り
や
文
字
の
く
ず
し
を

正
確
に
写
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
花
押

も
変
化
に
忠
実
な
よ
う
で
す
。
し
か
し
竪
紙

か
折
紙
と
い
っ
た
文
書
の
形
態
、
白
紙
か
薄

墨
か
な
ど
と
い
う
点
に
は
無
関
心
で
す
。
そ

れ
で
文
書
台
帳
た
り
え
る
の
か
と
い
う
疑
問

は
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
文
書
に
対
す
る
関

心
の
持
ち
方
や
認
識
を
う
か
が
い
知
れ
ま

す
。
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　開
館
二
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
、

利
用
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
当
館
の
近
況
を
お
知
ら
せ
す
る

と
、
根
幹
業
務
で
あ
る
、
記
録
資
料
の
収

集
・
整
理
・
保
存
面
で
は
、
二
十
四
年
度

末
の
所
蔵
資
料
が
合
計
十
六
万
七
千
点
、

こ
の
う
ち
公
開
数
量
は
十
二
万
点
で
開
館

時
の
二
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
毎
年
度
引

渡
さ
れ
る
公
文
書
の
評
価
選
別
、
点
検
・

公
開
業
務
の
定
着
等
に
よ
り
、
今
後
も
ま

す
ま
す
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　ま
た
、
利
用
状
況
は
、
五
年
ご
と
の
平

均
値
で
見
る
と
、
利
用
者
数
、
利
用
点
数
、

撮
影
枚
数
と
も
増
加
し
て
お
り
、
当
館
の

全
国
的
な
認
知
度
向
上
が
窺
わ
れ
ま
す
。

な
お
二
十
年
間
の
延
べ
利
用
点
数
は
約
十

一
万
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
、
秋
田
県
公
文
書
館
に
は
「
三
つ

の
宝
」
が
あ
る
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
豊
富
で
質
の
高
い
資
料
原
本

で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
近
世
か
ら
現
代
に

至
る
連
続
し
た
期
間
の
資
料
が
あ
る
こ
と
、

内
容
が
秋
田
藩
の
政
務
や
儀
式
の
記
録
か

ら
家
老
の
日
記
、
絵
図
、
明
治
以
降
の
行

政
文
書
や
映
像
資
料
な
ど
変
化
に
富
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
県
域
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
、
主
な
も
の
に
は
、
享
保

年
間
の
領
内
調
査
の
際
に
作
成
さ
れ
た

 

「
秋
田
領
給
人
町
絵
図
」（
大
館･

檜
山
・

刈
和
野
・
角
館
・
横
手
・
湯
沢
・
院
内
）、

明
治
十
八
年
に
作
成
さ
れ
二
十
二
年
の
合

併
後
の
町
村
名
を
朱
書
・
区
域
を
色
分
け

修
正
し
た
こ
と
で
合
併
前
後
の
状
況
が
分

か
る
「
各
郡
全
図
」 

、
学
制
施
行
後
の
小

学
校
開
設
の
記
録
、
昭
和
の
市
町
村
合
併

の
記
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
各
地
の
農
業
・

殖
産
・
交
通
・
工
芸
な
ど
に
関
わ
る
資
料

も
豊
富
で
す
。
昭
和
三
十
年
以
降
の
県
政

映
画
な
ど
の
映
像
資
料
は
、
全
市
町
村
の

四
季
折
々
の
姿
を
生
き
生
き
と
今
に
残
し

て
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
、
利
用
し
易
い
環
境
で
す
。

閲
覧
室
で
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
古

文
書
や
戦
前
の
布
達
集
、
統
計
書
、
及
び

県
議
会
会
議
録
や
系
図
な
ど
利
用
頻
度
の

高
い
資
料
を
、
複
製
本
（
二
万
六
千
点
）

や
、
翻
刻
刊
行
本
（
藩
政
期
の
四
史
料
四

十
六
巻
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電

子
化
し
た
絵
図
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
大
画
面
モ
ニ
タ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
料
を
探
す
に
は
各
種
目
録
に
加

え
七
十
万
件
の
文
書
件
名
を
登
録
し
た
検

索
シ
ス
テ
ム
が
便
利
と
好
評
で
す
。

　三
つ
目
は
、
職
員
が
調
査
研
究
や
普
及

活
動
で
培
い
、
蓄
積
し
て
き
た
情
報
や
ノ

ウ
ハ
ウ
で
す
。

　昨
年
、
小
坂
町
の
皆
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ

で
来
館
し
た
際
に
、
地
元
と
関
連
深
い
公

文
書̶

明
治
八
年
の
外
国
人
鉱
山
技
師
に

関
す
る
文
書
、
同
四
十
年
の
鉱
山
用
貯
水

池
の
堤
防
決
壊
に
伴
う
災
害
と
復
興
へ
の

記
録
、
大
正
五
年
の
小
坂
専
用
鉄
道
敷
設

の
認
可
書
類
や
図
面
等
の
原
本
や
鹿
角
郡

全
図
等̶

を
お
見
せ
し
ま
し
た
。
愛
着
の

あ
る
地
域
の
記
録
、
先
人
の
生
き
た
証
が

残
っ
て
い
る
と
大
変
喜
び
、
熱
心
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
の
方
々
の
利
用
は
当

館
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
で
す
。
職
員

が
展
示
や
講
座
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
さ
ら
に
磨
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。

　今
年
の
秋
に
は
、
国
民
文
化
祭
が
「
地

域
の
文
化
力
を
高
め
、
文
化
の
力
で
地
域

を
元
気
に
」
を
理
念
に
秋
田
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
文
化
は
、
そ
こ
に
生
き
、

地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し

た
人
々
の
記
録
と
記
憶
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆

さ
ん
も
秋
田
県
の
記
録
の
宝
庫
で
あ
る
当

館
を
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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開
館
二
十
周
年
に
あ
た
っ
て

館

　長

　
　戸

　嶋

　
　
　明

館

　長

　
　戸

　嶋

　
　
　明

閲覧室

開架書棚の複製資料や翻刻本などは自由に手に
とってご覧いただけます。

特別閲覧室

小坂町の県立図書館・公文書館見学ツアーで
来館し、公文書原本を熱心に見る皆さん

　当
館
で
は
、
開
館
二
十
周
年
の
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
五
年
十
一
月

一
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
講
師
に
は
古
代
史
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
り
、
元
秋
田
大
学
学
長
、
現
県
立

博
物
館
名
誉
館
長
の
新
野
直
吉
氏
を
お
招

き
し
、「
古
代
史
上
の
秋
田̶

秋
田

　北

辺
の
鄙
に
あ
ら
ず̶

」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
の

参
加
者
は
二
一
五
名
を
数
え
ま
し
た
。

　新
野
氏
は
、
専
門
の
古
代
史
以
外
に
も

秋
田
の
歴
史
全
般
に
関
す
る
著
書
を
数
多

く
著
し
、
本
県
の
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
を
大

き
く
変
え
た
方
で
す
。
ま
た
一
貫
し
て
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、
早
く
か
ら

払
田
柵
跡
の
重
要
性
を
訴
え
る
な
ど
本
県

の
遺
跡
保
存
活
動
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　講
演
で
は
発
掘
調
査
を
基
に
、
大
陸
に

あ
っ
た
古
代
渤
海
国
と
の
外
交
施
設
と
し

て
秋
田
城
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
、
東
北
地
方
が
名
馬
の
産
地
と
し
て
史

書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
察
し
提

唱
し
た
「
北
の
海
み
ち
論
」、
現
在
の
横

手
市
周
辺
を
本
拠
地
と
し
た
清
原
氏
が
正

式
な
姓
を
持
ち
鄙
人
で
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
秋
田
が
早
く
か
ら
開
け
て
い
た
こ
と

を
豊
富
な
事
例
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し

た
。
日
頃
知
る
機
会
の
少
な
い
秋
田
の
歴

史
の
多
彩
さ
に
聴
衆
は
新
鮮
な
驚
き
を
覚

え
た
よ
う
で
、
会
場
は
大
変
な
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　講
演
の
内
容
は
研
究
紀
要
第
二
十
号
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
最
寄
り
の
図
書
館
で

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
館

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　平
成
五
年
の
開
館
以
来
、
公
文
書
館
で

は
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
企
画
展
示
を
毎

年
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
開
館
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
文

化
財
（
秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
十
一
件
、

秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
四
件
）
を
す
べ

て
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
と
と
も
に
公
文
書

館
の
歩
み
や
役
割
に
つ
い
て
伝
え
る
展
示

を
企
画
し
ま
し
た
。

　県
指
定
の
文
化
財
の
う
ち
、
半
数
近
い

件
数
を
占
め
る
の
が
絵
図
で
す
。
保
存
上

の
問
題
か
ら
複
製
・
パ
ネ
ル
で
の
展
示
と

な
り
ま
し
た
が
、「
出
羽
一
国
御
絵
図
」

の
複
製
パ
ネ
ル
と
同
縮
尺
の
人
物
写
真
を

配
置
す
る
な
ど
、
絵
図
の
大
き
さ
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
試
み
ま
し
た
。

　文
献
資
料
は
「
梅
津
政
景
日
記
」
な
ど
、

藩
政
時
代
の
資
料
を
中
心
に
原
本
を
展

示
。
昨
年
三
月
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の

　
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
で
は
、
織
田
信
長

な
ど
著
名
な
人
物
に
関
わ
る
資
料
の
人
気

が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
明
治
か

ら
昭
和
二
十
二
年
に
か
け
て
の
資
料
で
あ

る
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
か
ら
は
、
石
川

理
紀
之
助
が
起
案
し
た
公
文
書
の
パ
ネ
ル

や
、
関
東
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
関
わ

る
書
類
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
最
後
に

　
「
二
十
年
の
歩
み
と
未
来
」
と
題
し
た
コ

ー
ナ
ー
で
、
開
館
以
来
の
主
な
事
業
と
と

も
に
収
集
・
整
理
・
保
存
や
調
査
・
研
究

な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　期
間
中
は
、
展
示
さ
れ
た
「
久
保
田
城

下
絵
図
」
な
ど
を
画
像
で
見
る
た
め
に
、

閲
覧
室
を
訪
れ
て
絵
図
モ
ニ
タ
ー
の
操
作

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方
々
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
、

公
文
書
館
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ひ
な 開

館
二
十
周
年
記
念
講
演
を

　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

平
成
二
十
五
年
度
　企
画
展
報
告

秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
文
化
財
展

3 ● 秋田県公文書館だより



　開
館
二
十
周
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の
節
目
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
、

利
用
者
の
皆
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に
感
謝
申
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ま
す
。
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て
、
当
館
の
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、
根
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業
務
で
あ
る
、
記
録
資
料
の
収

集
・
整
理
・
保
存
面
で
は
、
二
十
四
年
度

末
の
所
蔵
資
料
が
合
計
十
六
万
七
千
点
、

こ
の
う
ち
公
開
数
量
は
十
二
万
点
で
開
館

時
の
二
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
毎
年
度
引

渡
さ
れ
る
公
文
書
の
評
価
選
別
、
点
検
・

公
開
業
務
の
定
着
等
に
よ
り
、
今
後
も
ま

す
ま
す
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　ま
た
、
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と
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、
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。
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い
る
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
県
域
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
、
主
な
も
の
に
は
、
享
保

年
間
の
領
内
調
査
の
際
に
作
成
さ
れ
た

 

「
秋
田
領
給
人
町
絵
図
」（
大
館･

檜
山
・

刈
和
野
・
角
館
・
横
手
・
湯
沢
・
院
内
）、

明
治
十
八
年
に
作
成
さ
れ
二
十
二
年
の
合

併
後
の
町
村
名
を
朱
書
・
区
域
を
色
分
け

修
正
し
た
こ
と
で
合
併
前
後
の
状
況
が
分

か
る
「
各
郡
全
図
」 

、
学
制
施
行
後
の
小

学
校
開
設
の
記
録
、
昭
和
の
市
町
村
合
併

の
記
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
各
地
の
農
業
・

殖
産
・
交
通
・
工
芸
な
ど
に
関
わ
る
資
料

も
豊
富
で
す
。
昭
和
三
十
年
以
降
の
県
政

映
画
な
ど
の
映
像
資
料
は
、
全
市
町
村
の

四
季
折
々
の
姿
を
生
き
生
き
と
今
に
残
し

て
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
、
利
用
し
易
い
環
境
で
す
。

閲
覧
室
で
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
古

文
書
や
戦
前
の
布
達
集
、
統
計
書
、
及
び

県
議
会
会
議
録
や
系
図
な
ど
利
用
頻
度
の

高
い
資
料
を
、
複
製
本
（
二
万
六
千
点
）

や
、
翻
刻
刊
行
本
（
藩
政
期
の
四
史
料
四

十
六
巻
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電

子
化
し
た
絵
図
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
大
画
面
モ
ニ
タ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
料
を
探
す
に
は
各
種
目
録
に
加

え
七
十
万
件
の
文
書
件
名
を
登
録
し
た
検

索
シ
ス
テ
ム
が
便
利
と
好
評
で
す
。

　三
つ
目
は
、
職
員
が
調
査
研
究
や
普
及

活
動
で
培
い
、
蓄
積
し
て
き
た
情
報
や
ノ

ウ
ハ
ウ
で
す
。

　昨
年
、
小
坂
町
の
皆
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ

で
来
館
し
た
際
に
、
地
元
と
関
連
深
い
公

文
書̶

明
治
八
年
の
外
国
人
鉱
山
技
師
に

関
す
る
文
書
、
同
四
十
年
の
鉱
山
用
貯
水

池
の
堤
防
決
壊
に
伴
う
災
害
と
復
興
へ
の

記
録
、
大
正
五
年
の
小
坂
専
用
鉄
道
敷
設

の
認
可
書
類
や
図
面
等
の
原
本
や
鹿
角
郡

全
図
等̶

を
お
見
せ
し
ま
し
た
。
愛
着
の

あ
る
地
域
の
記
録
、
先
人
の
生
き
た
証
が

残
っ
て
い
る
と
大
変
喜
び
、
熱
心
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
の
方
々
の
利
用
は
当

館
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
で
す
。
職
員

が
展
示
や
講
座
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
さ
ら
に
磨
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。

　今
年
の
秋
に
は
、
国
民
文
化
祭
が
「
地

域
の
文
化
力
を
高
め
、
文
化
の
力
で
地
域

を
元
気
に
」
を
理
念
に
秋
田
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
文
化
は
、
そ
こ
に
生
き
、

地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し

た
人
々
の
記
録
と
記
憶
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆

さ
ん
も
秋
田
県
の
記
録
の
宝
庫
で
あ
る
当

館
を
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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開
館
二
十
周
年
に
あ
た
っ
て

館

　長

　
　戸

　嶋

　
　
　明

館

　長

　
　戸

　嶋

　
　
　明

閲覧室

開架書棚の複製資料や翻刻本などは自由に手に
とってご覧いただけます。

特別閲覧室

小坂町の県立図書館・公文書館見学ツアーで
来館し、公文書原本を熱心に見る皆さん

　当
館
で
は
、
開
館
二
十
周
年
の
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
五
年
十
一
月

一
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
講
師
に
は
古
代
史
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
り
、
元
秋
田
大
学
学
長
、
現
県
立

博
物
館
名
誉
館
長
の
新
野
直
吉
氏
を
お
招

き
し
、「
古
代
史
上
の
秋
田̶

秋
田

　北

辺
の
鄙
に
あ
ら
ず̶

」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
の

参
加
者
は
二
一
五
名
を
数
え
ま
し
た
。

　新
野
氏
は
、
専
門
の
古
代
史
以
外
に
も

秋
田
の
歴
史
全
般
に
関
す
る
著
書
を
数
多

く
著
し
、
本
県
の
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
を
大

き
く
変
え
た
方
で
す
。
ま
た
一
貫
し
て
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、
早
く
か
ら

払
田
柵
跡
の
重
要
性
を
訴
え
る
な
ど
本
県

の
遺
跡
保
存
活
動
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　講
演
で
は
発
掘
調
査
を
基
に
、
大
陸
に

あ
っ
た
古
代
渤
海
国
と
の
外
交
施
設
と
し

て
秋
田
城
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
、
東
北
地
方
が
名
馬
の
産
地
と
し
て
史

書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
察
し
提

唱
し
た
「
北
の
海
み
ち
論
」、
現
在
の
横

手
市
周
辺
を
本
拠
地
と
し
た
清
原
氏
が
正

式
な
姓
を
持
ち
鄙
人
で
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
秋
田
が
早
く
か
ら
開
け
て
い
た
こ
と

を
豊
富
な
事
例
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し

た
。
日
頃
知
る
機
会
の
少
な
い
秋
田
の
歴

史
の
多
彩
さ
に
聴
衆
は
新
鮮
な
驚
き
を
覚

え
た
よ
う
で
、
会
場
は
大
変
な
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　講
演
の
内
容
は
研
究
紀
要
第
二
十
号
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
最
寄
り
の
図
書
館
で

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
館

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　平
成
五
年
の
開
館
以
来
、
公
文
書
館
で

は
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
企
画
展
示
を
毎

年
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
開
館
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
文

化
財
（
秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
十
一
件
、

秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
四
件
）
を
す
べ

て
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
と
と
も
に
公
文
書

館
の
歩
み
や
役
割
に
つ
い
て
伝
え
る
展
示

を
企
画
し
ま
し
た
。

　県
指
定
の
文
化
財
の
う
ち
、
半
数
近
い

件
数
を
占
め
る
の
が
絵
図
で
す
。
保
存
上

の
問
題
か
ら
複
製
・
パ
ネ
ル
で
の
展
示
と

な
り
ま
し
た
が
、「
出
羽
一
国
御
絵
図
」

の
複
製
パ
ネ
ル
と
同
縮
尺
の
人
物
写
真
を

配
置
す
る
な
ど
、
絵
図
の
大
き
さ
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
試
み
ま
し
た
。

　文
献
資
料
は
「
梅
津
政
景
日
記
」
な
ど
、

藩
政
時
代
の
資
料
を
中
心
に
原
本
を
展

示
。
昨
年
三
月
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の

　
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
で
は
、
織
田
信
長

な
ど
著
名
な
人
物
に
関
わ
る
資
料
の
人
気

が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
明
治
か

ら
昭
和
二
十
二
年
に
か
け
て
の
資
料
で
あ

る
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
か
ら
は
、
石
川

理
紀
之
助
が
起
案
し
た
公
文
書
の
パ
ネ
ル

や
、
関
東
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
関
わ

る
書
類
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
最
後
に

　
「
二
十
年
の
歩
み
と
未
来
」
と
題
し
た
コ

ー
ナ
ー
で
、
開
館
以
来
の
主
な
事
業
と
と

も
に
収
集
・
整
理
・
保
存
や
調
査
・
研
究

な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　期
間
中
は
、
展
示
さ
れ
た
「
久
保
田
城

下
絵
図
」
な
ど
を
画
像
で
見
る
た
め
に
、

閲
覧
室
を
訪
れ
て
絵
図
モ
ニ
タ
ー
の
操
作

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方
々
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
、

公
文
書
館
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ひ
な 開

館
二
十
周
年
記
念
講
演
を

　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

平
成
二
十
五
年
度
　企
画
展
報
告

秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
文
化
財
展
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　今
年
度
の
「
公
文
書
館
講
座
」
は
古
文

書
解
読
講
座
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
の
二

本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

講
座
を
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共

催
し
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
美
の
国
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
一
環
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　お
か
げ
さ
ま
で
古
文
書
解
読
講
座
二
八

二
名
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
一
五
六
名
、

と
、
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
四
三
八
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

講
座
に
は
、
公
文
書
館
を
利
用
し
た
こ
と

の
な
い
方
々
の
参
加
も
多
く
、
講
座
を

き
っ
か
け
に
当
館
に
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　十
月
十
二
日
、「
改
革
の
幕
開
け―

村

と
山
の
復
興
と
秋
田
藩
政―

」
を
テ
ー
マ

に
、
東
京
の
徳
川
林
政
史
研
究
所
主
催
に

よ
る
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　「
江
戸
時
代
に
お
け
る
森
林
の
歴
史
の

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
・
研
究
・
普

及
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
研
究
所
で

は
、
森
林
保
護
・
育
成
に
関
す
る
歴
史
資

料
の
保
全
を
目
的
に
全
国
各
地
の
資
料
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
に

は
秋
田
県
内
で
の
調
査
・
研
究
成
果
に
基

づ
く
公
開
講
座
を
公
文
書
館
で
行
い
、
林

業
関
係
な
ど
多
く
の
方
々
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
機
関
と
の
共
催
事
業

は
当
館
に
と
っ
て
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
充
実
し
た
内
容
に
続
編
を
希
望
さ
れ

る
声
も
多
く
、
今
年
第
２
回
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
は
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が

共
催
機
関
に
加
わ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
講
堂

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
当
日
は

秋
田
県
外
の
方
を
含
む
八
四
名
が
参
加
。

前
半
は
金
森
正
也
氏
（
前
秋
田
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
）・
栗
原
健
一
氏
（
徳

川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
）・
芳
賀
和
樹

氏
（
同
研
究
員
）
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
、

後
半
は
白
根
孝
胤
氏
（
同
研
究
員
）
の
司

会
に
よ
り
、
質
疑
・
討
論
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
専
門
性
の
高
い
内
容
な
が
ら
、
地

域
の
資
料
や
画
像
を
活
用
し
た
親
し
み
や

す
い
報
告
に
、
会
場
か
ら
も
様
々
な
質
問

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　報
告
と
質
疑
・
討
論
の
概
要
は
、
研
究

紀
要
二
十
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

アーカイブズ講座 歴史資料や公文書館の諸活動に
興味・関心がある方を対象に実施。

【上級編】古文書をある程度読める方、地域で活動している方などを対象に実施。

古文書解読講座

実　　施　　日
第１回 ６／２９（土）　 第２回 ７／６（土）　 第３回 ７／１３（土）

実　　施　　日
第１回 ７／２０（土）　 第２回 ７／２７（土） 　第３回 ８／３（土）

はじめて古文書を学ぶ方を対象に３回連続で実施。

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

９／６(金)

９／１３(金)

９／２７(金)

佐竹家、婦人たちの手紙を読む

異国船来航と秋田藩

天保期秋田藩の改革派と民衆闘争

城下町久保田の町人生活

テ　　ー　　マ

実施日

第２回

第３回

第１回

１０／２４(木)

１１／７ (木)

秋田県庁文書に見る近代国家
形成の過程

公文書館所蔵の近世絵図

公文書館所蔵文化財展をみる

秋田藩家老の日記にみる元禄期と
幕末期の秋田の諸相

テ　　ー　　マ

【中級編】

【初級編】

古文書の基礎知識や解読の初歩を
学んだ方を対象に３回連続で実施。

１０／４ (金)

１１／１４(木)第４回

１０／１７(木)

平
成
二
十
五
年
度
　

公
文
書
館
講
座

第
２
回
　
徳
川
林
政
史
研
究
所
公
開
講
座
in
秋
田
　

「
改
革
の
幕
開
け   

　
　
　
　
　
　
　 

　」

－

村
と
山
の
復
興
と
秋
田
藩
政

－

5 ● 秋田県公文書館だより

　戸
村
家
文
書
は
、
秋
田
藩
家
老
を
輩
出

し
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
以
来
横

手
城
代
と
横
手
給
人
組
下
支
配
を
世
襲
し

た
、
佐
竹
一
門
で
あ
る
戸
村
家
の
旧
蔵
文

書
で
す
。
戸
村
家
か
ら
秋
田
県
立
図
書
館

所
蔵
と
な
り
、
当
館
開
館
に
と
も
な
い
移

管
さ
れ
ま
し
た
。

　戸
村
家
文
書
で
多
数
を
占
め
る
の
は
、

幕
末
期
に
家
老
を
つ
と
め
た
戸
村
義
効
に

宛
て
ら
れ
た
文
書
や
、
自
ら
が
作
成
し
た

草
稿
や
控
で
す
。
義
効
が
関
わ
っ
た
事
柄

の
文
書
か
ら
秋
田
藩
家
老
の
職
務
の
一
端

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　戸
村
家
文
書
が
義
効
文
書
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
こ
と
は
、
次
の
こ
と
か
ら
も

わ
か
り
ま
す
。
義
効
と
そ
の
子
義
得
と
の

間
で
頻
繁
に
書
状
の
や
り
と
り
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
子
が
父
に
宛
て
た
約
二
〇

〇
点
の
書
状
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
父
が
子
に
宛
て
た
書
状
は
一
点
も
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
子
は
父
か
ら
の
書
状
を
伝

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
父
は
捨
て
な
か
っ

た
の
で
す
。

　戸
村
家
は
佐
竹
義
人
の
子
義
倭
を
祖
と

す
る
、
つ
ま
り
一
五
世
紀
の
、
室
町
以
来

の
家
で
す
。
義
国
の
時
、佐
竹
義
宣
に
従
っ

て
秋
田
に
移
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
戸
村

家
文
書
に
残
っ
て
い
る
文
書
の
時
期
の
多

く
は
、
文
久
か
ら
慶
応
の
間
に
偏
っ
て
い

ま
す
。
違
う
見
方
を
す
れ
ば
、
短
期
間
に

ま
と
ま
っ
た
分
量
の
文
書
が
残
っ
て
い
る

点
に
特
色
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　義
効
以
前
で
は
、
秋
田
藩
家
老
を
つ
と

め
た
戸
村
義
輔
や
義
敬
の
日
記
や
発
給
文

書
集
等
が
あ
り
ま
す
。
義
効
の
よ
う
に
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戸
村
家
文
書
に
は
、

家
老
関
係
の
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
戸
村
家
が
幕
末
ま
で
つ
と
め

た
横
手
城
代
や
横
手
組
下
支
配
に
関
わ
る

文
書
は
乏
し
く
、
義
効
の
日
記
や
義
得
書

状
等
の
断
片
的
な
記
述
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、
城
代
や
組
下
支

配
を
世
襲
し
た
佐
竹
北
家
や
西
家
の
伝
来

文
書
と
共
通
す
る
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　戸
村
家
文
書
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
全

体
に
占
め
る
比
率
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

秋
田
藩
主
佐
竹
義
和
・
義
厚
期
に
家
老
を

つ
と
め
た
疋
田
家
伝
来
の
文
書
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　慶
応
期
ま
で
の
知
行
地
関
係
文
書
約
六

〇
点
は
、
す
べ
て
疋
田
家
に
宛
て
ら
れ
た

も
の
で
、
戸
村
家
に
関
わ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
反
対
に
戸
村
家
文
書
に
多
く
残

さ
れ
て
い
る
、
家
老
間
の
通
交
文
書
に
疋

田
家
宛
は
、
一
点
も
あ
り
ま
せ
ん
。
等
し

く
家
老
を
つ
と
め
た
家
で
す
が
、
残
さ
れ

た
文
書
の
性
格
が
異
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
戸
村
家
文
書
に
は
、
二
つ

の
家
の
文
書
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
戸
村
家
伝
来
と
疋
田
家
伝
来
に
分

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
い
ず
れ

の
家
の
伝
来
文
書
か
判
別
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　こ
の
他
に
疋
田
家
伝
来
文
書
は
、
秋
田

県
立
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
「
郷
土
資

料
」
と
命
名
さ
れ
る
資
料
群
に
も
あ
り
ま

す
（
資
料
番
号
Ａ
二
八
八
．
三―

四
九―

二
〜
一
二
五
）。

　戸
村
家
文
書
の
全
貌
は
、
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）
に
秋
田
県
立
図
書
館
が

刊
行
し
た
目
録
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
図

書
館
の
目
録
は
、
独
自
の
郷
土
資
料
分
類

に
基
づ
い
た
内
容
分
類
に
よ
る
優
れ
た
も

の
で
、
内
容
分
類
目
録
の
一
つ
の
到
達
点

と
い
え
ま
す
。

　今
年
度
、
秋
田
藩
藩
政
文
書
に
も
古
文

書
学
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
資
料
名
を
全
面
的
に
見
直
し
、

あ
わ
せ
て
年
次
推
定
や
日
記
の
記
主
の
特

定
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
秋
田
県
公

文
書
館
所
蔵
古
文
書
目
録
第
９
集
資
料
群

目
録
４
『
戸
村
家
文
書
目
録
』（
秋
田
藩

関
係
文
書
Ⅳ
）
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

編
年
配
列
を
ベ
ー
ス
と
し
、
図
書
館
の
目

録
と
は
異
な
る
戸
村
家
文
書
の
全
体
像
を

示
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
の
刊
行
事
業
と
し
て
、
当
館
が

所
蔵
す
る
二
、
六
六
六
点
の
絵
図
の
中
か

ら
一
五
八
点
を
掲
載
し
た
図
録
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
館
以
来
二
十
年
間

進
め
て
き
た
所
蔵
絵
図
調
査
・
研
究
の
集

大
成
で
あ
る
と
と
も
に
、
絵
図
撮
影
・
デ
ー

タ
化
事
業
に
よ
り
、
作
成
し
た
絵
図
デ
ー

タ
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　　「
国
絵
図
」「
裁
許
絵
図
」「
城
下
絵
図
」

な
ど
八
つ
の
テ
ー
マ
に
わ
け
、
利
用
者
に

人
気
が
あ
る
も
の
の
大
型
の
た
め
閲
覧
が

困
難
な
絵
図
や
、
当
時
の
秋
田
の
歴
史
が

わ
か
る
特
徴
あ
る
絵
図
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
秋
田
県
指
定
有
形
文
化

財
で
あ
る
「
日
本
六
十
余
州
国
々
切
絵
図
」

は
、
初
め
て
六
九
点
す
べ
て
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
見
応
え
が
あ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　絵
図
図
録
は
当
館
や
県
内
の
図
書
館
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
頒
布
も
し
て

い
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

　

戸
村
家
文
書

資
料
紹
介

絵
図
図
録

刊
行
物
紹
介
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　今
年
度
の
「
公
文
書
館
講
座
」
は
古
文

書
解
読
講
座
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
の
二

本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

講
座
を
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共

催
し
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
美
の
国
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
一
環
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　お
か
げ
さ
ま
で
古
文
書
解
読
講
座
二
八

二
名
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
一
五
六
名
、

と
、
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
四
三
八
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

講
座
に
は
、
公
文
書
館
を
利
用
し
た
こ
と

の
な
い
方
々
の
参
加
も
多
く
、
講
座
を

き
っ
か
け
に
当
館
に
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　十
月
十
二
日
、「
改
革
の
幕
開
け―

村

と
山
の
復
興
と
秋
田
藩
政―

」
を
テ
ー
マ

に
、
東
京
の
徳
川
林
政
史
研
究
所
主
催
に

よ
る
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　「
江
戸
時
代
に
お
け
る
森
林
の
歴
史
の

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
・
研
究
・
普

及
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
研
究
所
で

は
、
森
林
保
護
・
育
成
に
関
す
る
歴
史
資

料
の
保
全
を
目
的
に
全
国
各
地
の
資
料
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
に

は
秋
田
県
内
で
の
調
査
・
研
究
成
果
に
基

づ
く
公
開
講
座
を
公
文
書
館
で
行
い
、
林

業
関
係
な
ど
多
く
の
方
々
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
機
関
と
の
共
催
事
業

は
当
館
に
と
っ
て
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
充
実
し
た
内
容
に
続
編
を
希
望
さ
れ

る
声
も
多
く
、
今
年
第
２
回
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
は
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が

共
催
機
関
に
加
わ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
講
堂

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
当
日
は

秋
田
県
外
の
方
を
含
む
八
四
名
が
参
加
。

前
半
は
金
森
正
也
氏
（
前
秋
田
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
）・
栗
原
健
一
氏
（
徳

川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
）・
芳
賀
和
樹

氏
（
同
研
究
員
）
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
、

後
半
は
白
根
孝
胤
氏
（
同
研
究
員
）
の
司

会
に
よ
り
、
質
疑
・
討
論
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
専
門
性
の
高
い
内
容
な
が
ら
、
地

域
の
資
料
や
画
像
を
活
用
し
た
親
し
み
や

す
い
報
告
に
、
会
場
か
ら
も
様
々
な
質
問

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　報
告
と
質
疑
・
討
論
の
概
要
は
、
研
究

紀
要
二
十
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

アーカイブズ講座 歴史資料や公文書館の諸活動に
興味・関心がある方を対象に実施。

【上級編】古文書をある程度読める方、地域で活動している方などを対象に実施。

古文書解読講座

実　　施　　日
第１回 ６／２９（土）　 第２回 ７／６（土）　 第３回 ７／１３（土）

実　　施　　日
第１回 ７／２０（土）　 第２回 ７／２７（土） 　第３回 ８／３（土）

はじめて古文書を学ぶ方を対象に３回連続で実施。

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

９／６(金)

９／１３(金)

９／２７(金)

佐竹家、婦人たちの手紙を読む

異国船来航と秋田藩

天保期秋田藩の改革派と民衆闘争

城下町久保田の町人生活

テ　　ー　　マ

実施日

第２回

第３回

第１回

１０／２４(木)

１１／７ (木)

秋田県庁文書に見る近代国家
形成の過程

公文書館所蔵の近世絵図

公文書館所蔵文化財展をみる

秋田藩家老の日記にみる元禄期と
幕末期の秋田の諸相

テ　　ー　　マ

【中級編】

【初級編】

古文書の基礎知識や解読の初歩を
学んだ方を対象に３回連続で実施。

１０／４ (金)

１１／１４(木)第４回

１０／１７(木)

平
成
二
十
五
年
度
　

公
文
書
館
講
座

第
２
回
　
徳
川
林
政
史
研
究
所
公
開
講
座
in
秋
田
　

「
改
革
の
幕
開
け   

　
　
　
　
　
　
　 

　」

－

村
と
山
の
復
興
と
秋
田
藩
政

－
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横
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と
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を
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一
門
で
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と
な
り
、
当
館
開
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に
と
も
な
い
移

管
さ
れ
ま
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。

　戸
村
家
文
書
で
多
数
を
占
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る
の
は
、

幕
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期
に
家
老
を
つ
と
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た
戸
村
義
効
に
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文
書
や
、
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が
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が
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の
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の
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の
一
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を
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こ
と
が
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す
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が
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書
と
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て
も

過
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で
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い
こ
と
は
、
次
の
こ
と
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ら
も

わ
か
り
ま
す
。
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効
と
そ
の
子
義
得
と
の

間
で
頻
繁
に
書
状
の
や
り
と
り
が
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り
ま

し
た
。
そ
れ
は
子
が
父
に
宛
て
た
約
二
〇

〇
点
の
書
状
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
父
が
子
に
宛
て
た
書
状
は
一
点
も
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
子
は
父
か
ら
の
書
状
を
伝

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
父
は
捨
て
な
か
っ

た
の
で
す
。

　戸
村
家
は
佐
竹
義
人
の
子
義
倭
を
祖
と

す
る
、
つ
ま
り
一
五
世
紀
の
、
室
町
以
来

の
家
で
す
。
義
国
の
時
、佐
竹
義
宣
に
従
っ

て
秋
田
に
移
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
戸
村

家
文
書
に
残
っ
て
い
る
文
書
の
時
期
の
多

く
は
、
文
久
か
ら
慶
応
の
間
に
偏
っ
て
い

ま
す
。
違
う
見
方
を
す
れ
ば
、
短
期
間
に

ま
と
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っ
た
分
量
の
文
書
が
残
っ
て
い
る

点
に
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が
あ
る
と
も
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え
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す
。

　義
効
以
前
で
は
、
秋
田
藩
家
老
を
つ
と

め
た
戸
村
義
輔
や
義
敬
の
日
記
や
発
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書
集
等
が
あ
り
ま
す
。
義
効
の
よ
う
に
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戸
村
家
文
書
に
は
、

家
老
関
係
の
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
戸
村
家
が
幕
末
ま
で
つ
と
め

た
横
手
城
代
や
横
手
組
下
支
配
に
関
わ
る

文
書
は
乏
し
く
、
義
効
の
日
記
や
義
得
書

状
等
の
断
片
的
な
記
述
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、
城
代
や
組
下
支

配
を
世
襲
し
た
佐
竹
北
家
や
西
家
の
伝
来

文
書
と
共
通
す
る
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　戸
村
家
文
書
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
全

体
に
占
め
る
比
率
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

秋
田
藩
主
佐
竹
義
和
・
義
厚
期
に
家
老
を

つ
と
め
た
疋
田
家
伝
来
の
文
書
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　慶
応
期
ま
で
の
知
行
地
関
係
文
書
約
六

〇
点
は
、
す
べ
て
疋
田
家
に
宛
て
ら
れ
た

も
の
で
、
戸
村
家
に
関
わ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
反
対
に
戸
村
家
文
書
に
多
く
残

さ
れ
て
い
る
、
家
老
間
の
通
交
文
書
に
疋

田
家
宛
は
、
一
点
も
あ
り
ま
せ
ん
。
等
し

く
家
老
を
つ
と
め
た
家
で
す
が
、
残
さ
れ

た
文
書
の
性
格
が
異
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
戸
村
家
文
書
に
は
、
二
つ

の
家
の
文
書
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
戸
村
家
伝
来
と
疋
田
家
伝
来
に
分

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
い
ず
れ

の
家
の
伝
来
文
書
か
判
別
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　こ
の
他
に
疋
田
家
伝
来
文
書
は
、
秋
田

県
立
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
「
郷
土
資

料
」
と
命
名
さ
れ
る
資
料
群
に
も
あ
り
ま

す
（
資
料
番
号
Ａ
二
八
八
．
三―

四
九―

二
〜
一
二
五
）。

　戸
村
家
文
書
の
全
貌
は
、
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）
に
秋
田
県
立
図
書
館
が

刊
行
し
た
目
録
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
図

書
館
の
目
録
は
、
独
自
の
郷
土
資
料
分
類

に
基
づ
い
た
内
容
分
類
に
よ
る
優
れ
た
も

の
で
、
内
容
分
類
目
録
の
一
つ
の
到
達
点

と
い
え
ま
す
。

　今
年
度
、
秋
田
藩
藩
政
文
書
に
も
古
文

書
学
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
資
料
名
を
全
面
的
に
見
直
し
、

あ
わ
せ
て
年
次
推
定
や
日
記
の
記
主
の
特

定
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
秋
田
県
公

文
書
館
所
蔵
古
文
書
目
録
第
９
集
資
料
群

目
録
４
『
戸
村
家
文
書
目
録
』（
秋
田
藩

関
係
文
書
Ⅳ
）
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

編
年
配
列
を
ベ
ー
ス
と
し
、
図
書
館
の
目

録
と
は
異
な
る
戸
村
家
文
書
の
全
体
像
を

示
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
の
刊
行
事
業
と
し
て
、
当
館
が

所
蔵
す
る
二
、
六
六
六
点
の
絵
図
の
中
か

ら
一
五
八
点
を
掲
載
し
た
図
録
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
館
以
来
二
十
年
間

進
め
て
き
た
所
蔵
絵
図
調
査
・
研
究
の
集

大
成
で
あ
る
と
と
も
に
、
絵
図
撮
影
・
デ
ー

タ
化
事
業
に
よ
り
、
作
成
し
た
絵
図
デ
ー

タ
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　　「
国
絵
図
」「
裁
許
絵
図
」「
城
下
絵
図
」

な
ど
八
つ
の
テ
ー
マ
に
わ
け
、
利
用
者
に

人
気
が
あ
る
も
の
の
大
型
の
た
め
閲
覧
が

困
難
な
絵
図
や
、
当
時
の
秋
田
の
歴
史
が

わ
か
る
特
徴
あ
る
絵
図
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
秋
田
県
指
定
有
形
文
化

財
で
あ
る
「
日
本
六
十
余
州
国
々
切
絵
図
」

は
、
初
め
て
六
九
点
す
べ
て
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
見
応
え
が
あ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　絵
図
図
録
は
当
館
や
県
内
の
図
書
館
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
頒
布
も
し
て

い
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

　

戸
村
家
文
書

資
料
紹
介

絵
図
図
録

刊
行
物
紹
介
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　市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

の
情
報
交
換
を
通
じ
て
問
題
意
識
を
共
有

し
、
公
文
書
・
古
文
書
等
の
歴
史
資
料
の

保
存
と
利
用
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
年
度
は
開
館
二
十
周
年
記
念
事
業

に
合
わ
せ
て
十
一
月
一
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

　当
館
か
ら
は
、
昨
年
度
の
会
議
で
説
明

し
た
「
秋
田
県
歴
史
資
料
調
査
」
に
つ
い

て
引
き
続
き
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
当
館
で
は
各
市
町
村
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
歴
史
資
料
の
保
存
及

び
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

を

実
施
し
て
い
ま
す
。
報
告
は
、
始
め
に
当

館
で
過
去
に
実
施
し
た
資
料
調
査
の
成
果

に
つ
い
て
説
明
し
、
次
に
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
全
県
的
な
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
公
文
書
・
古
文
書
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
現
状
の
課
題
と
今
後
必
要
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、
北
秋
田
市
か
ら
「
北
秋
田
市
に

お
け
る
古
文
書
の
調
査
と
そ
の
活
用
」
の
、

湯
沢
市
か
ら
「
歴
史
的
行
政
資
料
等
保
存

整
理
事
業
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　当
館
で
は
、
今
後
も
歴
史
資
料
保
存
の

市
町
村
支
援
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
調
査
協
力
や
展
示
協
力
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
し
た
情
報
共

有
な
ど
で
市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
て
参

り
ま
す
。

　県
の
各
課
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。

　前
年
度
知
事
部
局
か
ら
引
渡
し
を
受
け

た
件
数
は
約
五
、〇
〇
〇
件（
約
八
、四
〇

〇
冊
）で
す
。

　こ
れ
ら
は
、
毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り

評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ

き
県
政
資
料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等

に
備
え
、
当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た
公

文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の
公

開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼
に

点
検
し
、
作
成
原
課
所
と
の
協
議
を
経
て
、

目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な
ど
公

開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
公
開
対
象
と
し
た
公
文
書
の
内
訳

は
下
表
の
と
お
り
で
、
合
計
六
四
六
件
で

す
。
ど
な
た
で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
申

請
の
上
、
原
本
を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆

の
上
）
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
文
書
の
引
渡
し・

　
　
　公
開
状
況

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

６９２件
（1,207冊）

５，００７件
（8,447冊）

理
由

内

　
　訳

平成25年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （ ※ ２ ）

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （ ※ １ ）

新規公開の候補とした公文書 1,724件

646件

1,078件

270件

808件

13.8％

７０件
（119冊）

１２７件
（256冊）

55.1％

知 事 部 局
（平成２４年度分）

各行政委員会
（平成２３年度分）

平
成
二
十
五
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議
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　今
年
度
も
八
月
二
十
五
日
（
日
）
と
十

一
月
一
〇
日
（
日
）
に
、
当
館
三
階
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
、「
県
政
映
画
上
映
会
〜

懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　八
月
の
上
映
会
で
は
、
男
鹿
半
島
を
始

め
と
し
た
県
内
有
数
の
観
光
地
や
各
地
域

の
伝
統
芸
能
・
生
活
文
化
な
ど
、
ふ
る
さ

と
秋
田
が
誇
る
有
形
無
形
の
財
産
を
記
録

し
た
五
本
の
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

　十
一
月
は
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
秋
田
な
ら
で

は
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　お
客
様
の
感
想
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。「
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
年
間
東

京
に
い
た
の
で
、
そ
の
期
間
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」（
八
十
歳

以
上
、
男
性
）、「
『
何
か
を
し
よ
う
、
何

と
か
し
よ
う
、
も
っ
と
ど
う
に
か
な
ら
な

い
か
』
と
思
い
詰
め
て
い
た
時
代
を
思
い

出
し
、
良
い
時
代
で
あ
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。」（
七
十
代
、
男
性
）、「
昔
の
秋
田

駅
の
様
子
が
わ
か
っ
て
面
白
か
っ
た
で

す
。」（
三
十
代
、
女
性
）、「
白
黒
に
慣
れ

て
い
な
い
の
で
見
に
く
か
っ
た
け
ど
、
思

っ
た
よ
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
！
」（
三

十
代
、
女
性
）、「
自
ら
の
青
年
時
代
が
想

起
さ
れ
、
懐
か
し
か
っ
た
。」（
七
十
代
、

男
性
）、「
自
分
の
生
ま
れ
た
頃
の
映
像
に

と
て
も
興
味
と
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。」（
五
十
代
、
男
性
）
。

　ま
た
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
平
成
二
十
五

年
三
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
を
開
始
し
ま

し
た
。
初
回
公
開
分
と
し
て
、
当
館
の
所

蔵
絵
図
の
う
ち
県
指
定
有
形
文
化
財
の
画

像
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト

は
、
秋
田
県
内
の
文
化
施
設
が
連
携
し
た

サ
イ
ト
（
秋
田
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）

で
、
秋
田
県
立
図
書
館
を
は
じ
め
６
施
設

の
所
蔵
資
料
を
一
括
検
索
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

●
県
立
図
書
館
、
県
立
近
代
美
術
館
、
県

立
博
物
館
、
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

県
公
文
書
館
、
あ
き
た
文
学
資
料
館

●
所
蔵
絵
図
の
う
ち
県
指
定
有
形
文
化
財

の
画
像
（
５
件
82
点
）
を
掲
載
。
目
録
情

報
と
そ
の
他
絵
図
画
像
を
随
時
追
加
予

定
。

・
長
辺
12
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
江
戸
正
保
期

　の
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」

・
松
前
と
琉
球
を
除
く
全
国
68
国
分
か
ら

　な
る
江
戸
寛
永
期
の
「
日
本
六
十
余
州

　国
々
切
絵
図
」
等

●
資
料
の
検
索
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
簡

易
に
検
索
で
き
る
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」、

検
索
条
件
を
細
か
く
設
定
し
て
検
索
す
る

　
「
詳
細
検
索
」、
カ
テ
ゴ
リ
一
覧
か
ら
た

ど
っ
て
検
索
す
る
「
一
覧
表
示
」
の
３
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

秋
田
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
参
加
機
関

秋
田
県
公
文
書
館
の
主
な
提
供
資
料

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
検
索
方
法

１１月１０日（日） 上映「ふるさと散歩… 秋田駅」より

【デジタルアーカイブ秋田県公文書館  トップ画面】
http://da.apl.pref.akita.jp/koubun/

〜
懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜

県
政
映
画
上
映
会

県
内
文
化
施
設
の
所
蔵
資
料
が
閲
覧
で
き
ま
す
!!

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」の
ご
案
内

7 ● 秋田県公文書館だより



　市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

の
情
報
交
換
を
通
じ
て
問
題
意
識
を
共
有

し
、
公
文
書
・
古
文
書
等
の
歴
史
資
料
の

保
存
と
利
用
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
年
度
は
開
館
二
十
周
年
記
念
事
業

に
合
わ
せ
て
十
一
月
一
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

　当
館
か
ら
は
、
昨
年
度
の
会
議
で
説
明

し
た
「
秋
田
県
歴
史
資
料
調
査
」
に
つ
い

て
引
き
続
き
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
当
館
で
は
各
市
町
村
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
歴
史
資
料
の
保
存
及

び
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

を

実
施
し
て
い
ま
す
。
報
告
は
、
始
め
に
当

館
で
過
去
に
実
施
し
た
資
料
調
査
の
成
果

に
つ
い
て
説
明
し
、
次
に
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
全
県
的
な
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
公
文
書
・
古
文
書
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
現
状
の
課
題
と
今
後
必
要
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、
北
秋
田
市
か
ら
「
北
秋
田
市
に

お
け
る
古
文
書
の
調
査
と
そ
の
活
用
」
の
、

湯
沢
市
か
ら
「
歴
史
的
行
政
資
料
等
保
存

整
理
事
業
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　当
館
で
は
、
今
後
も
歴
史
資
料
保
存
の

市
町
村
支
援
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
調
査
協
力
や
展
示
協
力
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
し
た
情
報
共

有
な
ど
で
市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
て
参

り
ま
す
。

　県
の
各
課
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。

　前
年
度
知
事
部
局
か
ら
引
渡
し
を
受
け

た
件
数
は
約
五
、〇
〇
〇
件（
約
八
、四
〇

〇
冊
）で
す
。

　こ
れ
ら
は
、
毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り

評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ

き
県
政
資
料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等

に
備
え
、
当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た
公

文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の
公

開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼
に

点
検
し
、
作
成
原
課
所
と
の
協
議
を
経
て
、

目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な
ど
公

開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
公
開
対
象
と
し
た
公
文
書
の
内
訳

は
下
表
の
と
お
り
で
、
合
計
六
四
六
件
で

す
。
ど
な
た
で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
申

請
の
上
、
原
本
を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆

の
上
）
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
文
書
の
引
渡
し・

　
　
　公
開
状
況

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

６９２件
（1,207冊）

５，００７件
（8,447冊）

理
由

内

　
　訳

平成25年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （ ※ ２ ）

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （ ※ １ ）

新規公開の候補とした公文書 1,724件

646件

1,078件

270件

808件

13.8％

７０件
（119冊）

１２７件
（256冊）

55.1％

知 事 部 局
（平成２４年度分）

各行政委員会
（平成２３年度分）

平
成
二
十
五
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議
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　今
年
度
も
八
月
二
十
五
日
（
日
）
と
十

一
月
一
〇
日
（
日
）
に
、
当
館
三
階
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
、「
県
政
映
画
上
映
会
〜

懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　八
月
の
上
映
会
で
は
、
男
鹿
半
島
を
始

め
と
し
た
県
内
有
数
の
観
光
地
や
各
地
域

の
伝
統
芸
能
・
生
活
文
化
な
ど
、
ふ
る
さ

と
秋
田
が
誇
る
有
形
無
形
の
財
産
を
記
録

し
た
五
本
の
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

　十
一
月
は
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
秋
田
な
ら
で

は
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　お
客
様
の
感
想
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。「
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
年
間
東

京
に
い
た
の
で
、
そ
の
期
間
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」（
八
十
歳

以
上
、
男
性
）、「
『
何
か
を
し
よ
う
、
何

と
か
し
よ
う
、
も
っ
と
ど
う
に
か
な
ら
な

い
か
』
と
思
い
詰
め
て
い
た
時
代
を
思
い

出
し
、
良
い
時
代
で
あ
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。」（
七
十
代
、
男
性
）、「
昔
の
秋
田

駅
の
様
子
が
わ
か
っ
て
面
白
か
っ
た
で

す
。」（
三
十
代
、
女
性
）、「
白
黒
に
慣
れ

て
い
な
い
の
で
見
に
く
か
っ
た
け
ど
、
思

っ
た
よ
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
！
」（
三

十
代
、
女
性
）、「
自
ら
の
青
年
時
代
が
想

起
さ
れ
、
懐
か
し
か
っ
た
。」（
七
十
代
、

男
性
）、「
自
分
の
生
ま
れ
た
頃
の
映
像
に

と
て
も
興
味
と
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。」（
五
十
代
、
男
性
）
。

　ま
た
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
平
成
二
十
五

年
三
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
を
開
始
し
ま

し
た
。
初
回
公
開
分
と
し
て
、
当
館
の
所

蔵
絵
図
の
う
ち
県
指
定
有
形
文
化
財
の
画

像
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト

は
、
秋
田
県
内
の
文
化
施
設
が
連
携
し
た

サ
イ
ト
（
秋
田
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）

で
、
秋
田
県
立
図
書
館
を
は
じ
め
６
施
設

の
所
蔵
資
料
を
一
括
検
索
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

●
県
立
図
書
館
、
県
立
近
代
美
術
館
、
県

立
博
物
館
、
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

県
公
文
書
館
、
あ
き
た
文
学
資
料
館

●
所
蔵
絵
図
の
う
ち
県
指
定
有
形
文
化
財

の
画
像
（
５
件
82
点
）
を
掲
載
。
目
録
情

報
と
そ
の
他
絵
図
画
像
を
随
時
追
加
予

定
。

・
長
辺
12
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
江
戸
正
保
期

　の
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」

・
松
前
と
琉
球
を
除
く
全
国
68
国
分
か
ら

　な
る
江
戸
寛
永
期
の
「
日
本
六
十
余
州

　国
々
切
絵
図
」
等

●
資
料
の
検
索
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
簡

易
に
検
索
で
き
る
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」、

検
索
条
件
を
細
か
く
設
定
し
て
検
索
す
る

　
「
詳
細
検
索
」、
カ
テ
ゴ
リ
一
覧
か
ら
た

ど
っ
て
検
索
す
る
「
一
覧
表
示
」
の
３
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

秋
田
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
参
加
機
関

秋
田
県
公
文
書
館
の
主
な
提
供
資
料

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
検
索
方
法

１１月１０日（日） 上映「ふるさと散歩… 秋田駅」より

【デジタルアーカイブ秋田県公文書館  トップ画面】
http://da.apl.pref.akita.jp/koubun/

〜
懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜

県
政
映
画
上
映
会

県
内
文
化
施
設
の
所
蔵
資
料
が
閲
覧
で
き
ま
す
!!

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」の
ご
案
内
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●「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
の
デ
ジ
タ
ル
化

　東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
撮
影
し
た
当

館
の
秋
田
藩
家
蔵
文
書
を
、
閲
覧
室
に
設

置
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
の
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
し
閲
覧
で

き
ま
す
。
当
館
の
資
料
以
外
に
も
千
秋
文

庫
に
あ
る
秋
田
藩
関
係
の
資
料
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

　こ
の
連
携
事
業
の
結
果
、
文
献
資
料
を

研
究
者
だ
け
で
は
な
く
一
般
県
民
も
簡
単

に
目
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

●
絵
図
デ
ー
タ
の
追
加

　こ
れ
ま
で
八
〇
九
点
の
絵
図
を
絵
図
モ

ニ
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
、
す
で
に
撮
影
を
終
え
て
い
た
絵
図
三

点
を
デ
ー
タ
化
し
、
さ
ら
に
新
た
に
一
点

を
撮
影
し
デ
ー
タ
化
し
た
た
め
、
計
四
点

が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
四
点
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
幕
府
の

国
絵
図
作
成
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
大
型
の
た
め
、
原
本
の
閲
覧
は

困
難
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
由
に
移

動
・
拡
大
さ
せ
な
が
ら
描
か
れ
て
い
る
内

容
を
細
か
い
部
分
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
開
架
複
製
資
料
の
追
加

　閲
覧
室
内
で
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

複
製
資
料
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。

　国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る

　
「
佐
竹
南
家
文
書
」
は
、
佐
竹
の
御
苗
字

衆
で
湯
沢
の
所
預
で
あ
っ
た
佐
竹
南
家
の

資
料
で
す
。
そ
の
一
部
は
平
成
十
二
年
に

複
製
本
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

二
四
年
に
追
加
分
七
六
二
点
を
撮
影
し
複

製
本
を
作
成
、
今
年
度
開
架
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の

　
「
佐
竹
南
家
文
書
」
は
、
全
資
料
を
一
四

四
冊
の
複
製
本
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
印
刷
物
は
二
、〇
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
四・〇
〇
円
で
す
。

◆
開
館
時
間（
平
成
26
年
度
）

　
　
平
日
　
　
　
　
９
時
〜
19
時

　
　
土
日
・
祝
日
　
10
時
〜
18
時

◆
休
館
日（
平
成
26
年
度
）

　
　４
／
２
・
５
／
７
・
７
／
２
・
８
／
６

　
　
９
／
３
・
10
／
１
・
11
／
５

　
　
１
／
７
・
2
／
４
・
３
／
４

　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
）

　
特
別
整
理
期
間  （
６
月
２
日
〜
８
日
）

 

　
　
　
　
　
　
　 （
12
月
１
日
〜
７
日
）

◆
企
画
展

　
　
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
秋
田
の
文
化
を

　探
れ
！
」（
仮
）

　
　前
期

　８
月
23
日
〜
９
月
23
日

　
　後
期

　10
月
31
日
〜
11
月
30
日

◆
公
文
書
館
講
座

　●
古
文
書
解
読
講
座

　
　６
／
28
・
７
／
５
・
７
／
12

　
　７
／
19 

・
７
／
26 

・
８
／
２

（
す
べ
て
土
曜
日
）

　●
古
文
書
解
読
講
座
・
上
級
編

　
　９
／
５
・
９
／
12 

・
９
／
19
・

　
　９
／
26

　
　
　
　（
す
べ
て
金
曜
日
）

　
　
　於：

公
文
書
館

　●
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　
　10
／
17
・
10
／
24
・
10
／
31
・

　
　11
／
７

　
　
　
　（
す
べ
て
金
曜
日
）

　
　
　於：

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
県
政
映
画
上
映
会

　
　第
一
回

　８
月
31
日
（
日
）

　
　第
二
回

　11
月
３
日
（
月
）

◆
古
文
書
相
談
日

　
　毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

　
　（
た
だ
し
８
月
12
日
、
９
月
23
日
、

　

　
　12
月
23
日
、 

３
月
24
日
は
除
く
）

利
用
案
内

行
事
予
定

閲
覧
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
六
年
度

開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

編集発行 ： 秋田県公文書館　 

〒010-0952  秋田市山王新町14-31  電話018（866）8301
                  URL  http://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/　

周辺案内図

Ｊ
Ｒ
秋
田
駅

千秋公園秋
田
市
役
所
●

秋
田
県
立
体
育
館
●

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　／
児
童
会
館

●
秋
田
市
文
化
会
館

秋
田
県

公
文
書
館

●
秋
田
県
庁

●
秋
田
銀
行
本
店

●
北
都
銀
行

　本
店

国
道
７
号
線

Ｊ
Ａ（
農
協
）ビ
ル
●

広小路

中央通り

秋田中央道路
旭北出入口

山王大通り←秋田南バイパスへ

P❶

P❷

ま
す
ま
す
充
実
し
ま
し
た

閲覧室設置のパソコン（右）から、
家蔵文書をご覧いただけます。
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